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１. SCOREでの活動目的 

最近我々が開発に成功した多孔質アモルファスシリコンは、液体リチウムイオン電池だけでなく全

固体リチウムイオン電池の負極材としても高容量・長寿命という優れた性能を発揮する。本

SCORE プロジェクトでは多孔質アモルファスシリコンの社会実装に向け、多孔質アモルファスシリ

コンを用いたリチウムイオン電池に関して、顧客調査などを通じて事業化に向けた問題点を洗い

出し、解決に向けた道筋の構築を活動目的とする。 

 

２. 総合所見 

顧客ヒアリングを通して、多孔質アモルファスシリコンの安定供給や製造のための設備投資につ

いての課題を明確化にした上で着実にビジネスモデルの検証を進め、事業の実現性を高めた点

を評価する。ヒアリングで得られたネットワークを生かし、事業化に必要となる研究開発も継続して、

事業化を実現することに期待する。 
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